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13-2 私たちの身の回りの放射性セシウム
－東海村における東京電力福島第一原子力発電所事故後２年間の放射線状況の推移－

　東京電力福島第一原子力発電所（1F）事故により放出
された放射性物質によって、2011年 3月 15日以降、1F
より約 115km離れた核燃料サイクル工学研究所内外
（茨城県東海村）でも線量率等の上昇が観測されました
（JAEA-Review	2011-035にて中間報告済	事故直後の
空間線量率1時間平均値を図13-3（a）に示す）。事故発
生から約2年が経過した現在の放射線状況について整
理しました。
　空間線量率（1ヶ月平均値）を図13-3	（b）に示します

（代表として所内MP7，所外ST2（東海村舟石川）のみ）。
周辺環境（樹木等）の違いにより、測定した線量率には
2～3倍の差があります。地表に沈着した 134Csと 137Cs
は半減期がそれぞれ約2年、約30年と長いため、現在の
線量率の多くを与えています。短半減期核種の影響がほ
ぼなくなった2011年5月から2013年 3月の間における
事故寄与分の減少率は、市街地のST2で約63％、近傍
に松林があるMP7で約 59％でした。放射性壊変によ
る理論上の減少率（134/137比が当初1と仮定する場合
22ヶ月で約35％）に加えて、25％程度は他の場所へ移

動したか、埋没して遮へいされたことを示唆しています。
　空気浮遊じん中 137Cs濃度	（1ヶ月平均値）	について
も減少傾向ですが、現在では研究所内よりも所外の方が
若干高めの傾向にあります	（図13-3（c））。最近の空気浮
遊じん中 137Csの起源は、現在の1Fからのものではな
く、2年前に 137Csが沈着した土壌です。風による巻き
上げにより土壌微粒子と共に運ばれた 137Csが空気中に
存在するため、林に囲まれた研究所内よりも、遮るもの
（樹木等）	の少ない所外で比較的高めの濃度が観測され
たと考えられます。
　食物中 137Cs濃度を図13-3（d）に示します。事故直後
については漁船が操業できなかったこともあり、海産物
データは2011年 5月からですが、134Cs	と 137Csの合計
での摂取基準値である100	Bq/kg生	（2012年 3月末ま
では暫定規制値500	Bq/kg生）	の半分未満で推移して
います。おおむね減少傾向ですが、底生魚は海底土から
の影響を受けるためか、減少傾向は顕著ではありません。
葉菜は海産物よりもCsの移行は少なく、1	Bq/kg生未
満で推移しています。

図 13-3　1F事故前から 2013 年 3 月までの約 2 年間に東海村で観測された空間線量率等の状況

●参考文献
Fujita,	H.	et	al.,	Special	Environmental	Monitoring	around	Tokai-Mura	after	the	Accident	of	the	Fukushima	Dai-Ichi	Nuclear	Power	
Station,	Proceedings	of	the	13th	International	Congress	of	the	International	Radiation	Protection	Association	(IRPA-13),	Glasgow,	
Scotland,	U.K.,	2012,	P12.31,	7p.

0

5

10

15

20

25

30

10

100

1000

10000

2011年3月/日

降雨量 ST1
ST2 ST3
ST4 ST5
P1 P2
P3 P4
P5 P6
P7 P8

（a）

4800 nGy/h

2100 nGy/h

3100 nGy/h

（32～45） nGy/h
（nGy/h）

空
間
線
量
率　

１
時
間
平
均
値

（mm）

降
雨
量

13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

（b）

（nGy/h）

空
間
線
量
率　

１
ヶ
月
平
均
値

10

100

1000

2011年1月 2011年7月 2012年1月 2012年7月 2013年1月

所内（MP7）
東海村舟石川（ST2）

1F事故前の線量率30～40 nGy/h

190 nGy/h

59 nGy/h

2011年3月の月平均値
540 nGy/h

2013年3月の月平均値
160 nGy/h

99 nGy/h（5月）

340 nGy/h（5月）

（c）

2011年1月 2011年7月 2012年1月 2012年7月 2013年1月
0.0001

0.001

0.01

0.1

1

10

所内（安全管理棟）（MP7）
東海村舟石川 （ST2）

定量下限値
0.0001 Bq/m3

（Bq/m3）

空
気
浮
遊
じ
ん
中　
濃
度

137Cs

（d）

2010年4月 2011年4月 2012年4月 2013年4月

（Bq/kg生）

食
物
中　
濃
度

137Cs

0.01

0.1

1

10

100

1000

魚
海藻
貝
葉菜

食物摂取基準値

定量下限値：0.08 Bq/kg 生（葉菜）
0.04 Bq/kg 生（海産物）

核燃料サイクル工学研究所 研究開発拠点における試験技術・施設等の開発


